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□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）

医療機関で働くＳＷとして本人や家族から聞く声。

【本人の声】
・家の様子が気になるので自宅を見に行きたい。
・仏壇に線香をあげるのが、私の役割。
・子どもたちとの思い出が詰まった家に帰りたい。

→ 自宅に退院したい。

【家族の声】
・心配なので自宅への退院は考えていない。
・自宅に帰ってきても、対応できる人がいない。
・近隣住民に迷惑をかけたので、施設を検討している。

→ 自宅に帰ってきてもらうと困る。

☞ 結果、施設に退院せざるをえない患者さんが多い。



□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）

１．認知症の人と家族を支え、見守る地域の意識を高め認知症の理解を

促進していく

２．高齢者を隣近所、地域ぐるみ、多職種協働により可能な限り、声か

け、見守り、保護していく実効性の高いしくみの充実

３．認知症になっても安心して暮らせるために、「安心して外出できる町」

を目指していく

●認知症SOSネットワーク模擬訓練 ＳＩＮＣＥ ２００４ との出会い

実行委員会メンバー（校区によってメンバーは異なる）

○民生委員・児童委員協議会 ○校区町内公民館連絡協議会

〇校区社会福祉協議会 ○地域の医療、介護事業所(事務局)

○地域包括支援センター ○認知症ライフサポート研究会運営委員

○大牟田市 福祉課

〇各小学校校区での実行委員会の設立



開 催 日 ：平成19年9月23日(日)

参 加 者 ： 9  名

外 出 役 ： 1  名

訓練結果：2時間歩き１件の声掛け

実行委員を中心に事務局に集合し開会式
(認知症サポーター養成講座・声掛けの方法
・道に迷った方を見つけた際の連絡先等)
を実施。
その後に、外出役に対し、声をかける。
＊連絡網無し。啓発メイン。

第1回 白川校区 認知症SOSネットワーク模擬訓練

□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）



19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
28年度
(2回)

外出役 1名 6名 20名 26名 26名 26名 26名 50名 26名 13名

参加者 9名 87名 240名 165名 167名 162名 185名 232名 192名 202名

声かけ 1件 35件 361件 247件 268件 317件 299件 492件 304件 151件

□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）

現在までの認知症SOSネットワーク模擬訓練の参加者状況



□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）

・退院前の担当者会議の場面



□ 認知症を地域で支える（２０年の実践）

・行方不明後の支援会議
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□ 実践からの違和感

〇模擬訓練の目的である“啓発”と“連絡網(セーフティーネット)”の整備、そし
て、その活用ができるようになることを目的に14年間取り組んできた。
その結果、多くの住民が活動に参加するようになり「地域の中での体制」が構築で
きつつある。
熱心に「認知症の人を支えましょう」と言い続けてきた結果だと考えている。

〇一方では懐疑的になっていることもある。
長年、この訓練に携わってきた人が認知症になり、閉じこもりがちになっている。
これは「認知症になっても安心して外出できる」という目的とは逆の結果である。

〇私自身に置き換えてみると、認知症になったら「恥」をかきたくないので自宅に
引きこもるだろう。
自分の中の認知症像が「それ」であるとすれば、多くの住民も「そう」である。
訓練が「それ」を作ってきたのかもしれない。

NPO法人 しらかわの会 理事長 前原 剛

・模擬訓練当初から校区の代表者として活動してきた住民の声



□ 実践からの違和感

【事例Ⅰ】
80台の女性が行方不明になる。
情報が流れ、凡そ2時間後に本人発見。夫が警察に迎
えに来て自宅に帰ることができた。地域包括支援セ
ンターや地域住民は、本人を見守るための体制会議
を実施し、定期的な見守りを行うようになる。
その1週間後、本人は施設へ入所する。

【事例Ⅱ】
「認知症の人を支えるための訓練」を毎年実施。
中心的な立場で活動されていた住民が認知症となる。
それ知った周りの住民は積極的に気遣いを行う。本
人はそれに憤慨し、外出をしなくなり引っ越した。



私たちは、
「誰のため」に「何のため」に活動をしてきたのか

□ 実践からの違和感

本人の声を聴くことを起点に
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認知症の本人同士のミーティング

□ 認知症とともに生きる街づくりとは



・情報が無くて不安になる。
・インターネットは使えず、本屋には本が少ない。
・図書館では見つけることが出来なかった。

情報について

□ 認知症とともに生きる街づくりとは



認知症にやさしい図書館＆博物館プロジェクト



買い物について

・買い物が不自由。
・レジのところで待たれるのが辛い。
・下に置いてあるものが取りにくい。

□ 認知症とともに生きる街づくりとは
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認知症にやさしいショッピングモール



社会参加や働く

・まだまだ身体を動かしたい。
・物忘れはあるけど、何かに貢献したい。
・働きたいけど、普通の仕事（常勤）は難しい。

□ 認知症とともに生きる街づくりとは



認知症の人の就労や社会参画WS

・企業関係者

・高齢福祉関係者

・行政関係者



認知症の人の就労や社会参画



配送業と介護サービス事業所の連携による配送の形



□ 認知症とともに生きる街づくりとは（専門職の意識変容）

・個人からの展開手段（専門職が活用するシート）



・個人からの展開手段（専門職が活用するシート）
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□ 認知症とともに生きる街づくりとは

古賀さんは、娘さんとの2人暮らしの80台の女性です。介護保険の認定は要支援２でした。
地域包括支援センターに勤務する竹下さんは前任者から引き継ぎを受け野田さんの介護予防支援計画の担当していました。

介護保険のサービスはヘルパー（家事支援）とディサービスです。
竹下さんは、「ご家族からも何の希望がないので、とりあえずこのままで。」と特に何も考えることなく、毎月の計画を立

てていました。
やりとり手帳を実施して、本人は元々保育園の園長で、大牟田にある動物園は園児の引率で何十年間も通っており、また行

きたいと思っていることが分かりました。
竹下さんは、思い切って本人と動物園に行きました。
本人はとても喜び「ここは、キリンがいたのに象がいる！」と、見たこともない表情で、とても嬉しそうに語ってくれまし

た。いつもより足取りが良いように感じましたが、残念ながら途中で歩けなくなり野田さんは最後まで辿り着けずとても悔し
そうでした。竹下さんは、「これは高齢者であれば、どなたでもあることではないか」と思い、動物園の園長に事情を話をし
て、地元の家具屋さんのご協力のもと、ベンチを数台設置しました。



□ 認知症とともに生きる街づくりとは

・認知症当事者 100人インタビュー（個性の発信と事業の見直し）

80代・女性

無視されるのは嫌。お隣の人と仲良くして
いきたい。
みんなから見守ってもらっている。
散歩するのは、学校の校庭。３周グルーっ
と回って帰ってくる。家が見えているから、
迷わず、いつでも帰ることができる。
のんびり、幸せに生きたい。

70代・男性

認知症になっても変わらない。
近所の人と仲良くすることが必要。
楽しく明るく過ごすことが、認知症の進行
を遅らせることになるんじゃないか。だか
ら、みんなと話したいし、頼られたい、人
の役に立ちたい。
困ったことより、嬉しかったことを聞かれ
たほうが嬉しい。困ったことは、思い出す
のは辛い。



認知症と“とも”に生きる

For から With への転換


